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福島県交通対策協議会 
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◎ 交通事故発生状況                         （Ｒ７年１月中） 

 

 

 

 

 

 

◎ 地方振興局別等交通事故発生状況                 （Ｒ７年１月中） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和７年１月に計上された死亡事故は７件７名でした。

死亡事故の内訳は、人対車両の事故が４件、車両相互の事故が２件、車両単独事故が１件で

あり、前年比２件２名の減少となりました。昨年１月は９件９名となっており、例年１月は

交通死亡事故が多発しています。 

 

① １月 11 日（土）須賀川市（20 歳代女性・同乗者） 

   普通車同士の正面衝突で、助手席同乗者が死亡 

② １月 11 日（土）喜多方市（70 歳代女性・歩行者） 

  除雪中の大型特殊車両と歩行者の衝突 

③ １月 22 日（水）郡山市（10 歳代女性・歩行者） 

  飲酒運転車両と道路横断者との衝突 

④ １月 25 日（土）いわき市（60 歳代男性・運転者） 

  普通車を運転中、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙに衝突する単独事故 

⑤ １月 25 日（土）鏡石町（60 歳代男性・歩行者） 

  普通車と道路横断者との衝突 

⑥ １月 27 日（月）猪苗代町（70 歳代男性・歩行者） 

  普通車と道路横断歩行者との事故 

⑦ １月 27 日（月）塙町（70 歳代男性・運転者） 

  普通車と大型貨物の正面衝突 

交通死亡事故の特徴 

〇死者７人中５名が高齢者 

○飲酒運転者の無謀運転による事故が発生 

〇７件中３件が道路横断歩行者被害 

〇７件中４件が夜間、早朝、夕方に発生 

〇７件中４件が週末に発生 

  

交通安全広報実施に対する御礼について 

１月 27 日から２月５日の間、交通死亡事故の多発

により、交通事故多発全県警報を発令しました。 

各団体、市町村交通対策協議会におかれましては、

職員、来庁者等への注意喚起、市民大会等における啓

発のほか、ポスター、回覧板、防災メール、HP、ＳＮＳ等

様々な媒体を活用した通安全広報・啓発等に御尽力い

ただき、御礼申し上げます。引き続き、交通安全啓発に

御協力をお願いいたします。 
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※例年１月は交通死亡事故が多発する傾向 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和７年１月２２日早朝、郡山駅前の道路上で、歩行者（１９歳女性）が青信号で横断歩道を横断中、飲酒運

転の上、赤信号を無視してきた車両と衝突する交通死亡事故が発生しました。連日報道されるなど、社会的に

反響が大きい事故となりました。飲酒運転の根絶に向けて、県民一人一人がその危険性を再認識し、飲酒運転

のない社会づくりに努めていかなければなりません。 

令和７年２月２０日、６年ぶりに開催した市町村交通安全担当主管課長等会議の席上で、市町村交通事故防

止コンクールの表彰式を実施しました。同コンクールは、地域での交通安全意識の向上と交通事故防止を目

的として開催し、各市町村を人口区分別に３グループに分けて実施しました。受賞された市町村の皆様、お

めでとうございます。 

県警では、毎月２２日を「飲酒運転根絶に向けた取組強化日」と指定して、県

内各警察署等において飲酒運転の交通指導取締りや街頭啓発キャンペーンを実

施することとしています。県交通対策協議会といたしましても、県警と連携の

上、広く県民の皆様に飲酒運転の根絶について訴えていきたいと考えておりま

すので、県交通対策協議会各委員、各交通関係団体の皆様におかれましても、

同取組への御協力をよろしくお願いいたします。 

飲酒運転根絶に向けた取組強化について 

本県で発生した飲酒運転による人身

交通事故の割合は、令和４年、５年

とも全国ワースト３位であり、令和

６年も若干の改善傾向は見られるも

のの、未だ全国平均を大きく上回っ

ています。 

また、ケガのない飲酒運転による物

件交通事故についても、ここ数年、

人身事故の約５倍程度発生している

状況にあるほか、事故には至らない

飲酒運転での検挙も多数発生してい

る状況にあります。 

県交通対策協議会では、（公社）福

島県トラック協会の協賛の下、本年

度も交通安全ＣＭ（自転車の交通ル

ール啓発篇、夕暮れ時と夜間の交通

事故防止篇、安全装置の導入検討啓

発篇）を作成しましたので、是非ご

覧ください。 自転車の交通 

ルール啓発篇 

夕暮れ時と夜間の 

交通事故防止篇 

安全装置の導入 

検討啓発篇 

2/２２ 県警による飲酒検問 

表彰の様子 会議の様子 

━  人身事故 

━  物件事故 


